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       数   学   問   題 

 

[１] Ａ＝       、Ｂ＝        、Ｃ＝       のとき、 

Ａ－Ｂ－(２Ａ－３Ｂ－Ｃ)＝  １   である。 

 

①              ②           ③              ④          

[２]      、     のとき 、      の値は  ２  である。 

① ８                    １２       ③ ２０       ④ ２４   

 

[３]          を因数分解すると   ３  である。 

①                        ②                    

③                                  ④                       

 

[４] αを無理数、ｐ、ｑ を有理数とするとき、 

  （３ｐ＋１）α＋２ｑ＋３＝（３ｑ－２）α＋３ｐ＋ｑ＋２を満たすｐ、ｑの値は 

   ４  である。  

 

    ①   
ｐ＝ １

ｑ＝ ２
    ②  

ｐ＝ １

ｑ＝ ２
    ③  

ｐ＝１  

ｑ＝ ２ 
    ④  

ｐ＝１

ｑ＝２
       

 

[５] Ａ町から２０㎞離れたＢ町に行くのに、自転車で時速１２㎞で走っていたが、途中

で自転車が故障したので、それからは時速４㎞で歩いた。しかし、Ｂ町に着くまでの

時間は３時間以下であった。自転車が故障したのは、Ａ町から   ５   ㎞以上の

地点であった。 

 

① １１       ② １２        ③ １３        ④  １４ 

 

[６] ２つの集合Ａ＝{      、Ｂ＝{         についてＡ⊃Ｂが成り立つ

とき、 の値の範囲は   ６  である。 

   

①            ②          ③                   ④                                                                 
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[７] △ＡＢＣにおいて、∠Ａ<９０°は△ＡＢＣが鋭角三角形であるための   

  ７  。どれになるかを下記より選べ。 

    ① 必要条件であるが、十分条件ではない 

         ② 十分条件であるが、必要条件ではない 

   ③ 必要十分条件である 

         ④ 必要条件でも十分条件でもない         

 

[８] 放物線   ２  ＋    ３を 軸方向に １、 軸方向に２だけ平行移動した 

放物線の方程式は   ８   である。 

 

①                                        ②                 

③                                       ④                                     

[９] ２次関数          のグラフを、  軸に関して対称移動すると、  

関数  ９  となる。  

    

①                          ②             

  ③                                       ④            

 

[１０]   軸と点       と      で交わり、 軸と点      で交わる  次関数の  

方程式は   １０   である。 

     

 ①                                    ②            

           ③                                   ④           

[１１] 頂点の座標が（２，－９）で、   軸から長さ６の線分を切り取る放物線の  

方程式は    １１  である。 

 

①                  ②            

③                                      ④             

 

[１２]   の  次関数             の最小値をｍとするとき、ｍの最大値は 

   １２  である。  

① －１             ②  
３

４
       ③ 

３

４
             ④ 

５

４
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[１３] 放物線            が 軸の正の部分と交わるとき、定数   の値の 

  範囲は   １３  である。 

①   ０          ②         ③ ０    ２   ④ ２                                                                                                                                                  

[１４]     １２０    １２０ ＋    ４５    １３５ の値は  １４  である。 

 

① －２               ②  
   １

２
       ③ －１                      ④ １ 

[１５]         のとき、
１

１＋     
＋

１

１     
    １５   である。 

 

     ①  １         ② ２                      ③ ４          ④ ６ 

 

[１６]  △ＡＢＣにおいて、ＡＢ＝３、   Ａ＝
１

４
、   Ｃ＝

２

３
のとき、△ＡＢＣの 

外接円の半径Ｒ＝  １６  である。 

① １         ② 
９

４
                       ③ 

９

２
                       ④  ６        

 

[１７] △ＡＢＣにおいて、ＢＣ＝  、ＣＡ＝６、∠ＢＣＡ＝１３５°のとき、 

ＡＢ＝  １７  である。 

 

    ① ４        ②                    ③                      ④       
 

[１８]  △ＡＢＣにおいて、ＡＢ＝１０、ＢＣ＝９、ＣＡ＝８で、∠ＢＡＣの二等分

線と線分ＢＣの交点をＤとするとき、ＡＤ＝   １８  である。 

    

① 5                   ② 2                 ③                          ④ 5                                       

 

[１９] １０個データ １３,２１,１７,１６,２５,２０,１２,１８,１６,１９ の 

中央値は  １９    である。 

 

① １５．７  ② １６．７     ③ １７．５     ④ １７．７ 
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[２０] 生徒５０人に聞いたところ、サッカーが好きな生徒は３６人、野球が好きな 

生徒は２８人、どちらも好きでない生徒は９人であった。サッカーだけが好き

な生徒は  ２０  人である。 

① ５           ② １３      ③ ２３     ④ ４１    

 

[２１] １から１０まで１０個の整数のうちから、異なる３個を選んで組を作るとす

る。３個の数の和が偶数となる組は  ２１  通りである。 

① １０         ② ５０          ③ ６０         ④ １００ 

 

[２２] ２個のさいころを同時に投げるとき、目の差が２になる確率は 

   ２２  である。 

① 
１

９
                    ② 

２

９
                ③ 

１

３
                ④ 

４

９
  

 

[２３] Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４人がある的に向かって 1 個のボールを投げるとき、的に

当てる確率はそれぞれ 
１

３
、

１

４
、

１

２
、

１

５
であるという。この 4人がそれぞれ

1個のボールを投げるとき、4人ともはずれる確率は  ２３  である。 

 

①  
１

１２０
          ② 

１

５
                 ③  

２

５
                ④  

４

５
 

 

[２４] 赤玉２個と白玉３個がはいっている袋から、玉を１個取りだし、色を調べて

から袋に戻す。これを５回繰り返すとき、白玉がちょうど４回出る確率は 

  ２４  である。 

①   
４８

６２５
               ②  

８１

６２５
        ③  

１６２

６２５
          ④   

６４８

３１２５
   

 

[２５] 数直線上の動点Ｐが、座標５の位置にある。１個のさいころを投げるとき、

１から４の目が出ればＰは負の向きに３だけ進み、５か６の目が出ればＰは正

の向きに２だけ進むものとする。さいころを５回投げ終えたとき、Ｐの座標が

原点である確率は  ２５  である。 

 

①  
４

２４３
                ②  

８

２４３
            ③  

４０

２４３
        ④  

８０

２４３
  

                                                                 


